
長竹遺跡(ながたけいせき)は、今から3500

年くらい前の縄文時代(じょうもんじだい)に

人々が住んだあとです。 

縄文人が長年にわたり真ん中の土をけずり、

外側に盛り上げたため、150ｍくらいの

ドーナツ形に土手のような高まり（盛り土

（もりど））がめぐるようになりました。そ

の中には、暮らしや祈りの道具がたくさん

捨てられています。 

今日はこの盛土を掘ってもらいます。土器

(どき)や石器(せっき)を手にとりながら、大

むかしを思いえがいてみてください (^_^)v 

ふだんの暮らしに使った土器や石器のほか、

お祈りに使った焼き物の人形や動物、耳かざ

りやペンダントなどのアクセサリーがた～く

さん見つかるはずです☆☆ 
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縄文さんは、お米をつくらず、シカやイ

ノシシをかり、魚や貝をとり、ドングリ

クッキーを作って食べていました。 

地面を掘って屋根をかけた家（竪穴住居

（たてあなじゅうきょ））に住み、お祈りや

おまじないをさかんにしていました。想


